
  

 

 

 

 

 
 

❀当ニュースは、加盟単組・支部へ転送願います。 

 

「国民と広く連帯し、患者・地域住民と医療・介護 

福祉労働者の人権・いのちの尊厳を守ろう」 

鈴木 緑 現地実行委員会 実行委員長 
 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

会場：かでる２･７〔北海道立道民活動センター〕 

《アクセス》 

＊JR札幌駅南口から徒歩 13分 ＊地下鉄 さっぽろ駅 徒歩９分 ＊地下鉄 大通駅 徒歩 11分 

＊地下鉄 西１１丁目駅 徒歩 11分 ＊JRバス北１条西7丁目停留所 徒歩 4分 

【発行】医療研組織委員会 事務局

2017年 3月 14日 

TEL 03-3875-5871 

FAX 03-3875-6270 
Email:n-ask@irouren.or.jp

全国の医労連の仲間のみなさん、こんにちは。 

第 44回医療研究集会 in北海道が近づいております。6月末

のこの時期の札幌はいつもなら晴れの気持ちのいい時期です。

日ごろの医療・介護・社会保障の分野の実践、学び、問題意識

を持ち寄って、語り、交流して、憲法違反・いのち軽視のアベ

政治とたたかうエネルギーを養いましょう。 

北海道では、札幌の新卒看護師過労自死の労災不支給の取り

消し求める裁判がマスコミ各社に注目され、報道されていま

す。民放のニュース番組でインタビューに答えた1年目の看護

師さんは過密業務で「患者さんにやさしくなれない」と、時間

に追われる緊張感の中で仕事をする辛さを語りました。また昨

年11月に行われた「国の責任で医療と介護の充実を求める北

海道集会」で介護利用者家族の方が「病院でリハビリをして自

力歩行までできたのに、転院し、リハビリが減り、動けなくな

った。特養では入所料が1日 1200 円も上がった。この先不安」

と涙ながらの訴えがありました。 

医療・社会保障の国民負担を増やし、サービスを切り捨て、

人員不足と長時間労働を野放しにする安倍政治に対し、「憲法

をいかし、すべての人の生きる権利を守り抜こう」のスローガ

ンで学び合い、サウンドデモでアピールしましょう。たくさん

の仲間で来てください。さわやかな初夏の北海道でお待ちして

おります。 



今すぐ、ホームページにアクセスして、詳細を確認しよう！ 
＊＊ 医療研 in北海道 ホームページアドレス ＊＊ 

http://www.irouren.or.jp/conference/2017/index.html 
 

＊＊ 日本医労連 ホームページアドレス ＊＊ 

http:// http://irouren.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 医療研究全国集会組織委員会では、記念講演や特別

報告、分科会の設定などをはじめとする企画、ポスタ

ー・リーフの作成など、集会に向けた準備を進めてき

ました。現地でも北海道医労連を先頭に、各種団体の

協賛も得て、現地実行委員会が「第44回医療研究全国

集会in北海道」の成功に向けて精力的に準備を進めて

います。 

 今後は集会成功に向けて、全国からの参加者組織と、

2日目の分科会討論の柱となるレポートの集約が重点

的な取り組み課題となります。とりわけ、参加者とレ

ポートの集約は加盟組織ごとの目的意識的な取り組み

が重要です。勤務表の休暇申請を含めて例年以上の積

極的な取り組みが成功の鍵となります。 

 つきましては、加盟単組・支部に広く呼びかけ、第

44回医療研究集会in北海道の成功に向けての取り組み

強化をお願いいたします。 


